
人口と世帯 7農纂 No.8 1 1 

平成6年度市制施行40周年 

6 月30日現在（）内は前回比、男23,625 (+ 2）女 26,195 (+12） 計 49,820 (+14）世帯16,907 (+11) 

一年生の、家族大すきシリーズ 7（家族のことば 14ページ） 
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快
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「水
ひ
か
る
街
」
建
設
等
ニ
十
三
件
 

五
月
三
十
日
と
六
月
八
日
の
 
百
間
、
青
森
県
知
事
に
対
し
、
県

内
八
市
の
、
平
成
七
年
度
重
点
事
業
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

農
業
・
商
業
・
都
市
づ
く
り
等
、
今
年
五
所
川
原
市
は
市
制
施
行

四
十
周
年
を
記
念
し
、
五
つ
の
大
き
な
事
業
を
中
核
と
し
た
、
新
規
、
 

継
続
ニ
十
三
件
の
要
望
と
な
り
ま
し
た
。
 
 

〇
商
業
施
設
の
高
度
化
の
推
進
に

つ
い
て
 
薪
規
）
 

昨
年
市
で
は
、
商
店
街
活
性
化

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

中
心
商
店
街
と
連
動
す
る
街
づ

く
り
型
商
業
街
区

（仮
称
ェ
ル
ム

の
街
）
建
設
と
併
せ
て
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
助
青
森
県
中
小
企
業
振

興
組
合
で
は
、
平
成
四
年
か
ら
六

年
の
三
月
ま
で
商
工
会
議
所
及
び
 

「街
づ
く
り
岡
会
社
」
に
、
そ
れ

ぞ
れ
助
成
を
行
い
支
援
を
し
て
参

り
ま
し
た
。
今
後
も
更
に
、
高
度

化
資
金
の
導
入
の
た
め
の
経
営
診

断
な
ど
に
つ
い
て
、
指
導

・
助
言

を
し
て
参
り
ま
す
。
 

o
青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
（
市
内

飯
詰
）
に
、
産
業
化
学
科
の
新
設
と
、
四
年

制
大
学
校
の
設
置
に
「
い
て

（
新
規）
 

市
で
は
平
成
四
年
度
に
、
国
土

庁
よ
り
「
学
園
都
市
・
地
区基
本
 
 

計
画
策
定
調
査
地
区
」
 
の
指定
を

受
け
、
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。
高
等
教
育
機
関
の
立
地
と
、
 

バ
イ
オ
技
術
等
の
実
践
技
術
者
養

成
の
た
め
、
ぜ
ひ
職
訓
短
大
に
化

学
科
の
新
設
と
四
年
制
大
学
校
昇

格
を
希
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
地
域
を
支
え
る
人
材
の

育
成
・
確
保
の
た
め
、
教
育
機
関

の
整
備
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

す
。
産
業
化
学
科
設
置
に
向
け
て

は
国
に
要
望
す
る
と
共
に
、
四
年

制
化
に
「
い
て
は
制
度
見
直
し
を

見
極
め
対
応
し
て
参
り
た
い
。
 

〇
「畑
作
園
芸
試
験
場
津
軽
支
場
」
 

の
設
置
に
つ
い
て
（
継
続
）
 

市
広
域
農
業
セ
ン
タ
ー
（
毘
沙

門
）
で
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
 

ー
を
活
用
し
た
野
菜
、
花
き
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

農
業
振
興
を
強
力
に
推
し
進
め
る

た
め
に
も
、
畑
作
の
研
究
機
関
の
 
 

設
置
を
、
ぜ
ひ
、
当
市
に
お
願
い
 
2
 

し
ま
す
。
 

県
回
答
・
・
来・
り
ん
ご
に
加
え
、
 

有
機
野
菜
な
ど
の
生
産
振
興
を
は

か
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
津
軽
地
域
の
特
性

に
対
応
で
き
る
野
菜
の
研
究
体
制

を
更
に
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
。
 

〇
「
水
ひ
か
る
街
」
の
建
設
に
つ

い
て
（
新
規
）
 

歴
史
あ
る
堰
を
整
備
し
、
市
街

地
を
快
適
な
街
と
す
る
た
め
、「街

区
高
度
利
用
推
進
事
業
調
査
」
を

導
入
、
駅
前
広
場
等
、
中
核
施
設

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
 

雪
対
策
を
含
め
た
都
市
機
能
の
充

実
の
た
め
の
「ス
ノ
ー
ト
ピ
ァ
道
路

事
業
」
等
の
採
択
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
今
年
、
五
所
川
原
市
は

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
元
説

明
会
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
県
と
し
て
も
、
 

事
業
の
実
施
に
向
け
、
国
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。
尚
、
ス
ノ
ー
 

ト
ピ
ァ
事
業
に
つ
い
て
も
、
調
査

の
結
果
を
み
て
、
検
討
し
て
参
り

ま
す
。
 

〇
中
核
病
院
の
設
置
と
医
療
の
シ

ス
テ
ム
化
に
つ
い
て
（
新
規
）
 

医
療
環
境
の
厳
し
い
折
、
自
治
 

平成 6年 7月15日 

五
月
三
十
日
と
六
月
八
日
の
二
日
間
、
青
森
県
知
事
に
対
し
、
県

内
八
市
の
、
平
成
七
年
度
重
点
事
業
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
・
商
業

・
都
市
づ
く
り
等
、
今
年
五
所
川
原
市
は
市
制
施
行

四
十
周
年
を
記
念
し
、
五
つ
の
大
き
な
事
業
を
中
核
と
し
た
、
新
規
、

継
続
二
十
三
件
の
要
望
と
な
り
ま
し
た
。

O
商
業
施
設
の
高
度
化
の
推
進
に

つ
い
て

(新
規
)

昨
年
市
で
は
、
商
届
街
活
性
化

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

中
心
商
庖
街
と
連
動
す
る
街
守
つ

く
り
型
商
業
街
区

(仮
称
エ
ル
ム

の
街
)
控
設
と
併
せ
て
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
。

県
回
答
・
・
・
制
青
森
県
中
小
企
業
娠

興
組
合
で
は
、
平
成
四
年
か
ら
六

年
の
三
月
ま
で
商
工
会
議
所
及
び

「
街
日
つ
く
り
刷
会
社
」
に
、
そ
れ

ぞ
れ
助
成
を
行
い
支
援
を
し
て
参

り
ま
し
た
。
今
後
も
更
に
、
高
度

化
資
金
の
導
入
の
た
め
の
経
営
診

断
な
ど
に
つ
い
て
、
指
導

・
助
言

を
し
て
参
り
ま
す
。

O
青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

(市
内

飯
詰
)
に
、
産
業
化
学
科
の
新
設
と
、
四
年

制
大
学
校
の
股
置
に
つ
い
て

(新
規
)

市
で
は
平
成
四
年
度
に
、
国
土

庁
よ
り
「
…
字
国
都
市

・
地
区
基
本

計
画
策
定
調
査
地
区
」
の
指
定
を

受
け
、
基
本
計
岨
を
策
定
し
ま
し

た
。
高
等
教
育
機
関
の
立
地
と
、

バ
イ
オ
技
術
等
の
実
践
技
術
省
養

成
の
た
め
、
ぜ
ひ
職
訓
短
大
に
化

学
科
の
新
設
と
同
年
制
大
学
校
外

格
を
希
望
し
ま
す
。

県
回
答
・
・
・
地
域
を
支
え
る
人
材
の

育
成
・
確
保
の
た
め
、
教
育
機
関

の
整
備
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

す
。
産
業
化
学
科
技
置
に
向
け
て

は
国
に
要
望
す
る
と
共
に
、
同
年

制
化
に
つ
い
て
は
制
度
見
直
し
を

見
極
め
対
応
し
て
参
り
た
い
。

O「
畑
作
園
芸
試
験
場
津
軽
支
場
」

の
設
置
に
つ
い
て

(継
続
)

市
広
域
農
業
セ
ン
タ
ー

(毘
沙

門
)
で
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
活
用
し
た
野
菜
、
花
き
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
業
振
興
を
強
力
に
推
し
進
め
る

た
め
に
も
、
畑
作
の
研
究
機
関
の

設
置
を
、

ぜ
ひ
、
当
市
に
お
願
い

し
ま
す
。

県
回
答
:
・米

・
り
ん
ご
に
加
え
、

有
機
肝
菜
な
ど
の
生
沌
振
興
を
は

か
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
津
峰
地
域
の
特
性

に
対
応
で
き
る
肝
菜
の
研
究
体
制

を
更
に
推
し
進
め
て
参
り
ま
す
。

O
「
水
ひ
か
る
街
」
の
建
設
に
つ

い
て

(新
規
)

一
惟
史
あ
る
堰
を
整
備
し
、
市
街

地
を
快
適
な
街
と
す
る
た
め
、
「
街

区
高
度
利
用
推
進
事
業
調
査
」
を

導
入
、
駅
前
広
助
等
、
中
日
限
施
設

の
険
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
更
に
、

雪
対
策
を
今
日
め
た
都
市
機
能
の
充

実
の
た
め
の
「
ス
ノ
l
ト
ピ

ア
道
路

事
業
」
等
の
採
択
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答
:
・
今
年
、
五
所
川
原
市
は

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地
え
説

明
会
等
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
県
と
し
て
も、

事
業
の
実
施
に
向
け
、
国
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。
尚
、
ス
ノ
ー

ト
ピ
ア
事
業
に

つ
い
て
も
、
調
査

の
結
果
を
み
て
、
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

O
中
核
病
院
の
設
置
と
医
療
の
シ

ス
テ
ム
化
に
つ
い
て

(新
規
)

医
療
環
境
の
厳
し
い
折
、

2 'fh主6'1-7)J1511 

自
治



国道339 号五所川原～ 

鶴田間バイパスの建設

について 

継続 

〈第ー部 最重点要望事業〉 

圏
，

‘
 

都市建設部

都市開発課 

企画財政部

企画調整課 

部
課
課
 

設
画

木
建
計
 

路
市

土

道

都
 

都市建設部 

建 設 課 

都市開発課 

土 木 部

都 市 計 画 課 

企 画 部

企 画 課 

「水ひかる街」の建設

について 

国道339号（仮称）五所

川原北バイパス建設事

業の採択について 

「弘前地方拠点都市地

域」の指定及び整備の

推進について 

青 森 県
主 管 部 課 

企 画 部

企 画 課 

要 望 事 項 名 

虫おくりの丘建設事業

の推進について 

石岡 5 号線及び 3・3 
'2石岡、不魚住線道

路事業について 

県立「つがるブリザー 

ド・ピア」の建設につ

いて 

五所川原商業施設の高

度化の推進について 

青森職業能力開発短期

大学校に「産業化学科」 

の新設及び 4年制大学

等の設置について 

「畑作園芸試験場津軽

支場」の設置について 

「津軽平野水郷の路」 

建設の推進について 

部
課
課

働

策
導

労
政

指

工
工

営

商
商

経
 

圏
‘
●
‘
，
，

'
 
継続 

部
課

課
 

画
設

林
計
建
 

地

地

農
農

農
 

部
課

課
 

画

持

木
計

維
 

市

路

土

都
道
 

部
課

課

術
 

林

技
政

業
 

農
農
農
 

部
課
課

課
部
課
課
課
 

画
設
 
画

道

林

山
計

建
木

理
計
 

地
地
 
市
水
 

農
治

農
農
土
監

都
下
 

五所川原市
主管部課 

産業経済部 

農村 
環境整備課 

都市建設部 

都市開発課 

建 設 課 

企画財政部

企画調整課 

産業経済部

商工振興課 

企画財政部

企画調整課 

産業経済部

農林水産課 

都市建設部

下水道課

産業経済部

農林水産課 

商 工 労 働 部

職業能力開発課 

企
 
画
 
部
 

企
 
画
 
課
 

画
画
 

部
課
 

企 	画 	部 

新幹線交通政策課

地 域 振 興 課 

継続 津軽鉄道への助成措置の 

継続と中小私鉄・バスへ 

の支援策の整備にっいて 

企
企
 
画

画
 
財

調
 
政
整
 
部
課
 

生保
国
 
福
険
年
 
祉
 
金
 
部

課
課
 

活
 
民
 

新規 社会保険事務所の設置

にっいて 
民生福祉部

国保年金課 

環 境 保 健 部

医 務 薬 務 課 

新規 中核病院の設置と医療

のシステム化にっいて 

西北 

中央病院 

土道
 
木
建
 
部
課
 

路
 
設
 

新規 主要地方道青森五所川

原線の整備にっいて 

都市建設部

建 設 課 

〈第ニ部 重点要望事業〉 

青 森 県
主 管 部 課 

五所川原市
主管部課 

新規
継続 

土 木 部

都 市 計 画 課 

南部地区土地区画整理

事業について 

都市建設部

都市開発課 

継続 

旧十川改修事業につい

て 

都市建設部

建 設 課 

部
課
 

木

川
 

土
河
 

継続 

十川改修事業について 都市建設部

建 設 課 

継続 

公共下水道の変更計画

について 
都市建設部

下水道課 

課
課

課

河
画

道
 

部
弓
ロ

《
、
 

ゴ
‘i
水
 

木
市

7
 

土

都
下
 

継続 

土 木 部 

道 路 建 設 課 

高規格道路対策室 

津軽自動車道の整備促

進について 

継続 
都市建設部

建 設 課 

土 木 部

道 路 建 設 課 

都市建設部

建 設 課 

青森空港へのアクセス

道路の整備促進につい

て 

都市建設部

建 設 課 

部
課
課

設
画

木
建
計

路
市

土

道

都
 
土 木 部

道 路 建 設 課 

津軽半島観光産業開発縦

貫道路の調査について 

企画財政部

企画調整課 

継続 

土 木 部 

河 川 課 

津軽ダム対策室 

岩木川治水事業の促進

と津軽ダムの早期完成

について 

継続 
都市建設部

建 設 課 

課
課
 

土

河
 

木

川
 

要 望 事 項 名 

体
病
院
経
営

の
健
全
化
と
、
地
域

医
療
の
充
実
の
た
め
の
支

援
体
制

を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
ー
病
院
の
経
営
困
難

は
、
 

全
国
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

北
海
道
、
東
北
地
方
知
事
会
で

も

平
成
五
年
度
か
ら
「
自
治
体
病
院

の
経
営
健
全
化
対
策
」
に

つ
い
て

国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
県
と
し

て
は
、
今
年
四
月
に
設
置
し
た
「
自

治
体
病
院
緊
急
対
策
委
員
会
」
の

協
議
状
況
を
分
析
し
、
適
切
に
対

応
し
て
参
り
ま
す
。
 

〇
主
要
地
方
道
、
青
森
・
五
所
川

原
線
の
整
備
に

つ
い
て
（
新
規
）
 

昭
和
五
十

二
年
の
青
森
国
体

の

際
、
自
転
車
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に

利
用
さ
れ

た
こ
の
路
線

は
、
青
森

市
ま
で
の
最
短
距
離
生
活
路
線
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

道

巾
が
狭
い
区
間
ゃ
、
急
カ
ー
ブ

も

多
い
こ

と
か
ら
、
交
通
安
全
上
、
 

整
備
を
要
望
し
ま
す
。
 

県
回
答
…
現
在
、
同
路
線
の
危
険

箇
所
等
に

つ
い
て
は
、
県
単
独

の

災
害
防
除
事
業
等
で

解
消
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
狭
い
区

間
や
、
急
カ
ー
ブ
に
つ
い
て
は
、
交

通
量
の
推
移
等
を
考
え
な
が
ら
今

後
の
検
討

課
題
と
し
て
参
り
ま
す
。
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体
病
院
経
営
の
健
全
化
と
、
地
域

医
療
の
充
実
の
た
め
の
支
援
体
制

を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答
・
・
・
病
院
の
経
営
困
難
は
、

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
、
東
北
地
方
知
事
会
で
も

平
成
五
年
度
か
ら
「
自
治
体
病
院

の
経
営
健
全
化
対
策
」
に
つ
い
て

国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。
県
と
し

て
は
、
今
年
同
月
に
設
置
し
た
「
自

治
体
病
院
緊
急
対
策
委
員
会
」
の

協
議
状
況
を
分
析
し
、
適
切
に
対

応
し
て
参
り
ま
す
。

O
主
要
地
方
道
、
青
森
・
五
所
川

原
線
の
整
備
に
つ
い
て

(新
規
)

昭
和
五
卜
二
年
の
青
森
国
体
の

際
、
白
紙
車
の
ロ

i
ド
レ

l
ス
に

利
用
さ
れ
た
こ
の
路
線
は
、
青
森

市
ま
で
の
最
短
距
雌
生
活
路
線
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
道

巾
が
狭
い
区
間
や
、
急
カ
ー
ブ
も

多
い
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
上
、

整
備
を
要
望
し
ま
す
。

県
回
答
・
:
現
在
、
同
路
線
の
危
険

箇
所
等
に
つ
い
て
は
、
県
単
独
の

災
害
防
除
事
業
等
で
解
消
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
狭
い
区

間
や
、
急
カ
l
ブ
に
つ
い
て
は
、
交

通
量
の
推
移
等
を
考
え
な
が
ら
今

後
の
険
討
課
題
と
し
て
参
り
ま
す
。

重j|平成7年度要望事業ー

〈第一部最重点要望事業〉 企画部 継続 津軽鉄道への助成措置の
企画財政部

青 森 県新規要望事項名 五所川原市
新幹線交通政策課 継続と中小私鉄 ・パスへ

企画調整課
主管 苦11 課継続 主管部課 地域振興課 の支援策の整備について

農林部 継続 虫おくりの丘建設事業 産業経済部 生活福祉部 新規 社会保険事務所の設置
民生福祉部

農地計画課 の推進について 農村 保険課 について
間保年金繰

農地建設課 環境整備謀 国民年金談

土 木 部 新規 石岡5号線及び3・3 都市建設部 環境保健部 新規 中核病院の設置と医療 西北

都市計画課 . 2石岡、不魚住線道 都市開発課 医務薬務課 のシステム化について 中央病院

道路維持課 路事業について 建設諜
土 木 自l新規 主要地方道青森五所川|都市建設部

県立「つがるブリザー
企画財政部

道路建設課 原線の整備について 建設課
:iE ニム 函 街l継続

ド・ヒ。ア」の建設につ
i人工ー 画 課

いて
企画調整諜 〈第二部重点要望事業〉

商 工労働部 新規 五所川原商業施設の高 青森県 新規
要望事項名

五所川原市

商工政策課 度化の推進について
産業経済部 主管 部課 継続 主 管 部 課

経営指導課
商工振興謀

土 木 剖l継続 南部地区土地区画整理 都市建設部

新規 背森職業能力開発短期
都市計画課 事業について 都市開発課

商工労働部

職業能力開発課 大学校に「産業化学科」 企画財政部 土 木 制l継続 IIJ十川改修事業につい 都市建設部

:iE 、 画 釘i の新設及び4年制大学 企画調整課 河 )11 謀 て 建設課

:iJι ¥ 画 課 等の設置について
土 木 諜 継続 十川改修事業について 都市建設部

農林郁 継続 「畑作園芸試験場津軽
産業経済部

河川諜 建設課

農業技術課 支場」の設置について
農林水産課 土木部河川謀 継続 公共下水道の変更計画

農政課
都市 計 画課 について

都市建設部

農林部 継続 「津軽平野水銀11の路」 下水道課
下水道課

le口A μl 課 建設の推進について
土木部 継続 津軽自動車道の整備促

農地計画課 都市建設部
道路建設課 進について

都市建設部

農地建設課 下水道課
高規格道路対策室

建設課

土 木 前l 産業経済部

隠mとL 耳E 謀 段林水産課
土木部 継続

国道339号五所川原~
都市建設部

都市計画謀
道路建設課

鶴田間バイパスの建設
建設課

下 水 道 課 について

土木部 新規 「水ひかる街」の建設 都市建設部 土木部 継続 青森空港へのアクセス
都市建設部

都市計画課 について 都市開発課 道路建設課 道路の整備促進につい

都市計画課 て
建設課

土木部 継続 国道339号(仮称)五所 都市建設部

道路建設課 川原北バイパス建設事 建設課 土 木 苦I1継続 津軽半島観光産業開発縦 企画財政部

都市計画課 業の採択について 者jl，打開発事~ 道路建設課 貫道路の調査について 企画調整課

iiへ二 画 商1継続
「弘前地方拠点都市地

企画財政昔11
土木部 継続 岩木川治水事業の促進

都市建設部|
域」の指定及び整備の 河川課 と津軽ダムの早期完成

i人L 画 諜
推進について

企画調整課
津軽ダム対策室 について

建設課

平成6flo 7月15日3 
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六
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、
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ー
フ
ウ
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設
G
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開
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さ
れ
た
、
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
の
成
績
は
、
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と
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と
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軽
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り
ま
し
た
。
 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
 

川
原
田
健
（
青
森
市
G
G
協
会
）
 

佐
藤
美
枝
子
（
柏
村
G
G
愛
好
会
）
 

斉
藤
良
子

（
五所
川
原
市
想
い
で

作
り
ー
ズ
）
蒔
田
義
弘
（
五
所
川

原
市
若
草
）
工
藤
や
す
子
（
五
所

川
原
市
若
草
）
桜
井
タ
ミ
子
（
五

所
川
原
市
み
ど
り
町
皆
楽
会
）
吉

川
和
子
（
五
所
川
原
市
お
み
こ
し

チ
ー
ム
）
川
村
啓
三
郎
（
五
所
川

原
市
お
み
こ
し
チ
ー
ム
）
菊
池
勝
 
 

雄

（
青森
市
G
G
協
会
）
鳴
海
文

明
（
五
所
川
原
市
飯
詰
）
内
山
一

郎
（
五
所
川
原
市
北
辰
ク
ラ
ブ
）
 

A
ブ
ロ
ッ
ク
 

優
勝
川
原
田
健
（
青
森
市
G
G
協

会
）
準
優
勝
三
橋
実
（
五
所
川
原

市
北
辰
ク
ラ
ブ
）
第
三
位
津
川
義

則
（
五
所川
原
市
み
ど
り
町
G
G
)
 

第
四
位
中
林
祥
子
（
五
所
川
原
市

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
）
第
五
位

山
田
久
子
（
弘
前
市
G
G
協
会
）
 

第
六
位
加
藤
三
恵
子
（
五
所
川
原

市
若
草
）
 

B
ブ
ロ
ッ
ク
 

優
勝
中
滞
暗
三

（
弘
前
市G
G
協

会
）
準
優
勝
菊
池
勝
雄
（
青
森
市
 

G
G
協
会
）
第三
位
吉
崎
芳
昭
（
五

所
川
原
市
北
辰
ク
ラ
ブ
）
第
四
位

木
村
隆
太
郎
（
五
所
川
原
市
北
辰

ク
ラ
ブ
）
第
五
位
内
山

一
郎
（
五

所
川
原
市
北
辰
ク
ラ
ブ
）
第
六
位

対
馬
鶴
蔵
（
鯵
ケ
沢
町
G
G
協
会
）
 

,
 

曾

意
の
花
か
ご
）
  ー
ど

う
も
あ

り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
津
軽
東
芝
音
響
脚

（
荘
司照
彦
代
表
）
廿
レ
リ
ー
フ
 
「天
使
の
メ
ロ
デ
 

ィ
ー
」
一
式
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
高
野
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
部

（
葛
西
栄子
代
表
）
廿
三
万
円
。
 

〇
岡
中
三
五
所
川
原
店
廿
傘
外
二
十
点
。
 

⑥
く
る
み
園
へ
 

〇
成
田
善
造
さ
ん

（
小曲
）
廿
女
性
用
衣
類
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
一
個
。
 

〇
国
際
ソ
ロ
プ
チ
（~（
ス
ト五
所
川
原

（鈴
木
吉
子
代
表
）
廿
五
所
川
原
高
 

校
s
ク
ラ
ブ
手
話
コ
ー
ラ
ス
・
ゲー
ム
用
輪
投
・
花束
・
お
菓
子
・
果物
。
 

〇
小
田
桐
マ
ツ
エ
さ
ん

（漆
川
）
廿
父
の
日
を
記
念
し
て
、
男
性
に
手
づ
 

く
り
手
芸
品
。
 

〇
市
老
連
芸
能
部

（
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木
み
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廿
踊
り
。
 (

 丸
木
橋
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桑
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小
栗
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迫
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の
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長
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幸
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女
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や
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の

花
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仲
間
呼
ぶ
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ま
 

成
田
 
市
子
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下
闇
沼
の
声
な
き
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を
聞
く
 

斉
藤
今
日
子

菖
緑
を
双
手
に
う
け
て
落
ち
つ
か

ず
 

高
松
 
栄

滝
落
ち
て
小
流
れ
と
な
る
村
の
口
 

小
野
 
郁
子

空
腹
に
迷
ひ
し
径
や
草
い
き
れ
 

松
宮
 
梗
子

夏
の
宿
再
会
約
す
同
窓
会
 

と
し
 

◇
お
わ
び
・
七
月
一
日
号
の
善
意

の
花
か
ご
の
木
村
幸
次
郎
さ
ん
は

孝
次
郎
さ
ん
に
、
ほ
の
ぽ
の
町
内

の
原
田
康
さ
ん
は
康
男
さ
ん
に
訂

正
を
し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
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五
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川
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快
晴
の
六
月
二
十
六
日
、
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設

G
Gコ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
た
、
同
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ
ル
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
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川
原
田
健

(占
森
市
G
G
協
会
)

佐
藤
美
枝
子

(柏
村
G
G
愛
好
会
)

斉
雌
良
子

(丘
所
川
原
市
想
い
で

作
り
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ズ
)
持
田
義
弘

(五
所
川

原
市
若
草
)
工
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や
す
子

(五
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原
市
若
草
)
桜
井
タ
ミ
子
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所
川
原
市
み
ど
り
町
皆
楽
会
)
吉

川
和
壬

(五
所
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原
市
お
み
こ
し

チ
ー
ム
)
川
村
砕
三
郎

(五
所
川

原
市
お
み
こ
し
チ
l
ム
)
菊
池
勝この距離が、むずかししり

雄

(青
森
市
G
G
協
会
)
鳴
海
文

明

(五
所
川
原
市
飯
詰
)
内
山

一

郎

(五
所
川
原
市
北
辰
ク
ラ
ブ
)

A
“フ
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優
勝
川
原
田
健
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森
市
G
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協
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準
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(五
所
川
原

市
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ラ
ブ
)
第
三
位
津
川
義

則

(五
所
川
原
市
み
ど
り
町
G
G
)

第
四
位
中
林
祥
子

(五
所
川
原
市

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
)
第
五
位

山
田
久
子

(弘
前
市
G
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協
会
)

第
六
位
加
雄
三
恵
チ

(五
所
川
原

市
若
草
)

B
ぃフ
ロ
ッ
ク

優
勝
中
津
陪
三

(
弘
前
市
G
G
協

会
)
準
優
勝
菊
池
勝
雄

(青
森
市

G
G
協
会
)第
三
位
吉
崎
芳
昭
(五
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川
原
市
北
辰
ク
ラ
ブ
)
第
四
位

木
村
隆
太
郎

(五
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川
原
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北
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ク
ラ
ブ
)
第
五
位
内
山

一
郎

(五

所
川
原
市
北
辰
ク
ラ
ブ
)
第
六
位

対
馬
鶴
蔵

(鯵
ケ
沢
町
G
G
協
会
)

津
軽
東
芝
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よ
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ィ
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、
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る
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麹
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ー
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ェ
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」

に
掲
示
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れ
ま
す
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善
意
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と
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り
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す

@
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
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タ
ー
へ

O
津
軽
東
芝
音
響
側

(荘
司
照
彦
代
表

)
H
レ
リ
ー
フ
「
天
使
の
メ
ロ
デ

ィ
l
」

一
式
。

@
社
会
福
祉
へ

O
高
野
婦
人
会
コ
ー
ラ
ス
部

(葛
西
栄
チ
代
表

)
H
三
万
円
。

O
側
中
三
五
所
川
原
庖
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傘
外
二
卜
点
。

@
く
る
み
園
へ

O
成
田
善
造
さ
ん

(小
曲

)
H
女
性
用
次
類
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

一
個
。

O
国
際
ソ
口
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原

(鈴
木
吉
子
代
表
)
l
五
所
川
原
高

校
S
ク
ラ
ブ
手
話
コ
ー
ラ
ス
・
ゲ
l
ム
用
輪
投
・花
束

・
お
菓
子

・果
物
。

O
小
田
桐
マ
ツ
エ
さ
ん

(漆
川
)
H
父
の
日
を
記
念
し
て
、
男
性
に
手
づ

く
り
手
芸
品
。

O
市
老
連
芸
能
部

(佐
々
木
み
ゑ
代
表

)
H
踊
り
。

ーー団

4 

五
所
川
原
女
性
俳
句
会

平成6年 7刀15H

丸
木
橋
渡
れ
ば
桑
の
鈴
な
り
に

対

馬

嘩

子

高
緑
や
風
と
消
え
ゆ
く
鳥
の
声

小
栗
山
ひ
で

樹
々
迫
り
瀬
音
や
さ
し
き
夏
の
山

長

津

幸

子

バ
ン
ガ
ロ

ー
に
女
ば
か
り
や
栗
の

花

斉

藤

さ

だ

仲
間
呼
ぶ
声
奪
は
る
る
沌
こ
だ
ま

成

田

市

子

木
下
閤
沼
の
声
な
き
声
を
聞
く

斉
藤
今
日
子

高
緑
を
双
手
に
う
け
て
落
ち
つ
か

ず

高

松

栄

沌
落
ち
で
小
流
れ
と
な
る
村
の
口

k
rマ
ヤ

A

H

μ
r戸

パ
4
E
G
寸

空
腹
に
迷
ひ
し
径
や
草
い
き
れ

松

宮

梗

子

夏
の
宿
再
会
約
す
同
窓
会

マ
了
ふ
リ

問
主
・
+干

と
し

。
お
わ
び
・

七
月

一
日
号
の
善
意

の
花
か
ご
の
木
村
幸
次
郎
さ
ん
は

孝
次
郎
さ
ん
に
、
ほ
の
ぼ
の
町
内

の
原
田
康
さ
ん
は
康
男
さ
ん
に
訂

正
を
し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
。



「た
す
け
合
い
の
心
で
。
 
」
 

磯
 
刀
1一
 

甘
／
乙

z
 

r
「
‘
シー
 

若
葉
四
町
内
住
民
連
絡
協
議
会
 

「若
葉
町
は
新
し
い
町
内
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
行

事
で
、
み
ん
な
仲
よ
く
や
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
の

は
、
協
議
会
会
長
の
島
谷
丈
さ
ん
。
運
動
会
、
海
、
 

山
へ
の
家
族
旅
行
、
ネ
プ
タ
、
盆
踊
り
、
と
今
年
も

楽
し
い
行
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

あ
べ
 の
 

昨
年
の
ネ
プ
タ
運
行
で
は
 
「炎
立
つ
」
 
の
 
「
安
部

貞
任
」
で
見
ご
と
、
市
長
賞
を
受
賞
、
町
内
は
大
い

に
湧
き
ま
し
た
。
 

活
動
の
中
心
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
青
年
部
、
婦

人
部
で
、
特
に
町
内
の
冠
婚
葬
祭
で
は
、
青
年
部
員

が
そ
ろ
い
の
半
て
ん
を
着
て
、
率
先
し
て
手
伝
っ
た

り
、
春
の
大
掃
除
の
側
溝
の
泥
あ
げ
作
業
で
は
、
老

人
家
族
の
家
の
前
は
、
青
年
部
員
が
代
わ
っ
て
あ
げ

た
り
、
と
、
町
内
の
方
々
か
ら
、
大
へ
ん
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
 

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
ボ

ー
リ
ン
グ
、
と
今

年
も
仲
よ
く
、
大
い
に
ハ
リ
キ
ッ
て
い
き
ま
す
よ
」
 

と
、
事
務
局
長
の
三
上
貢
さ
ん
は
、
明
る
く
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

桜井正 巳さん 

（みどり町三丁目） 

と
私
鼻
り
⑩
「
沙
羅
ノ
K
J
 

（
ナ
ツ
ツ
バ
キ
）
 

砥
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
情
の
響
き
あ
り
、
沙
羅
双
樹
の
花

の
色
 
。

平
家
物
語
の
巻
頭
に
出
て
く
る
こ
の
木
が
、
私
の
町
内

の
遊
歩
道
に
二
本
あ
り
ま
す
。
毎
日
、
早
朝
ウ
ォ
ー
ク
で
見
て
い

る
の
で
す
が
、
ツ
バ
キ
に
似
た
五
、
六
セ
ン
チ
も
あ
る
、
大
き
な
白

い
花
が
、
花
の
ま
ま
、
ぽ
と
り
と
落
ち
る
よ
う
に
散
る
ん
で
す
。
平

家
物
語
の
盛
者
必
衰
の
理
で
は
な
い
け
れ
ど
、
お
ご
れ
る
者
は
久
し

か
ら
ず
、
と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
花
に
は
哀
れ
と
か
、
は
か
な
さ
を

感
じ
ま
す
ね
ェ
。
 

ナツツバキ 

5 平成 6年7月15日 
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「沙
羅
ノ
木
」

(ナ
ッ
ツ
バ
キ
)

桜井正巳さん
(みどり町三丁目)

紙
園
精
舎
の
鐘
の
声
、
諸
行
無
情
の
響
き
あ
り
、
沙
羅
双
樹
の
花

の
色
|

|
。
平
家
物
語
の
巻
頭
に
出
て
く
る
こ
の
木
が
、
私
の
町
内

の
遊
歩
道
に
二
本
あ
り
ま
す
。
毎
日
、
早
朝
ウ
ォ

l
ク
で
見
て
い

る
の
で
す
が
、
ツ
バ
キ
に
似
た
五
、
六
セ
ン
チ
も
あ
る
、
大
き
な
白

い
花
が
、
花
の
ま
ま
、
ぽ
と
り
と
落
ち
る
よ
う
に
散
る
ん
で
す
。
平

ニ介
巴
り

家
物
語
の
盛
者
必
衰
の
理
で
は
な
い
け
れ
ど
、
お
ご
れ
る
者
は
久
し

か
ら
ず
、
と
一
言
い
ま
す
が
、
こ
の
花
に
は
哀
れ
と
か
、
は
か
な
さ
を

感
じ
ま
す
ね
ェ
。

ナッツバキ

5 平成6年 7月15日



舞
熱吏
テ
 

七
月
三
十
一
日
（
日
）
より

八
月
七
日
（
日
）ま
で
 

〈日程〉平成6年度虫お〈りと火まつり行事 

月 	日 時間 主力行事 場 所 時間 併催行事 

7 月31日 10: 00 五所川原市民 

（日） 囲碁・将棋大会 

16: 00 第12回 
ごしよがわら 
ハイ力ラ祭り 

8 月 1 日 18: 30 大町夜の 
（月） 歩行者天国 

8月 2日 8 】 30 市民交通安全 
（火） ゲートボ―ル 

大会 

18: 30 大町夜の 
歩行者天国 

8 月 3 日 
（水） 

8 月4日 12: 30 虫おくり 市内―円 

（木） 18:  30 虫送り 駅前～ 
火まっり 岩木河原 

19:  30 花火大会 岩木河原 

8 月 5 日 19: 00 ねぷ た 市内―円 10: 30 第23回げんと忌 
（金） 18: 00 神明宮本町 

前夜祭（宵宮） 

8月 6 日 19: 00 ねぷ た 市内ー円 10: 00 神明宮本町例祭 
（土） 12: 00 県下登山 

ばやし大会 

8 月 7 日 90
 
3
0
 
0
0
 

 
ー
  

相撲大会 市営相撲場 8: 00 東北闘鶏大会 

（日） ねぷ た 市内―円 8: 00 東北・北海道 
馬力大会 

8 】 00 津軽土佐犬 
普及会選抜 
競 技 大 会 
五所川原場所 

17: 00 夏まっりチャ 
リテイー第 5 
回青森県歌謡 
選手権大会 

特
別
保
証
制
度
の

ご
あ
ん
な
い
 

五
所
川
原
市
で
は
、
地
域

中
小
企
業
者
の
経
営
の
安
定

と
発
展
の
た
め
に
必
要
な
事

業
資
金
に
「
い
て
、
青
森
県

信
用
保
証
協
会
と
協
調
し
て

次
の
よ
う
な
特
別
保
証
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▽
簡
易
小
口
資
金
 

保
証
金
額
 
五
〇
〇
万
円

期
間
 
五
年
以
内
 

利
息
 
年
率
五
・
五
〇
％

以
内
 

保
証
料
 
年率
〇
・
八
五％

▽
近
代
化
資
金
 

保
証
金
額
 
二
、
〇
〇
〇

万
円
 

期
間
 
七
年
以
内
 

利
息
 
年
率
五
・
七
〇
％

以
内
 

保
証
料
 
年
率〇
・
八
五
％
 

詳
し
く
は
青
森
県
信
用
保
証

協
会
五
所
川
原
支
所
（“
三
五
 

ー
四
一
二
一）
ま
た
は
商
工
振

興
課

（胃
一
一
一
五
ー一
一
一
一一
）
 

（
お
問
い
合
わせ
く
だ
さ
い
。
 

平成6年7月15日 6 

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念

七
月
三
十
一
日
(
日
)
よ
り

八
月
七
日
(
日
)
ま
で

〈日程〉平成6年度虫おくりと火まつり行事

月 日 時間 主力行事 土器「 所 時間 併催 行 事

7月31日 10: 00 五所川原市民

(日〉 囲碁・将棋大会

16: 00 第12回
ごしょがわら
ハイカ ラ祭り

8月 1日 18: 30 大町夜の
(月) 歩行者天国

8月 2日 8: 30 市民交通安全

(火〉 ゲートボール
大会

18: 30 大町夜の
歩行者天国

8月 3日
(水〉

8月4日 12: 30 虫おくり 市内一円
(木〉 18: 30 虫送り 駅前~

火まつり 岩木河原

19: 30 花火大会 岩木河原

8月 5日 19: 00 ね ぷた 市内一円 10: 30 第23回げんと忌
(金〉 18: 00 神明宮本町

前夜祭〈宵宮)

8月 6日 19: 00 ねぷた 市内一円 10: 00 神明宮本町例祭

(土) 12: 00 県下登山
11'やし大会

8月 7日 9: 30 相撲大会 市営相撲場 8:00 東北闘鶏大会

(日) 10: 00 ね ぷ た 市内一円 8:00 東北・北海道
馬力大会

8:00 津軽土佐犬
普及会選抜
競技大会
五所川原場所

17: 00 夏まつりチヤ
リテ ィー第 5
回青森県歌謡
選手権大会

特
別
保
証
制
度
の

ご
あ
ん
な
い

五
所
川
原
市
で
は
、
地
域

中
小
企
業
者
の
経
営
の
安
定

と
発
展
の
た
め
に
必
要
な
事

業
資
金
に
つ

い
て
、
青
森
県

信
用
保
証
協
会
と
協
調
し
て

次
の
よ
う
な
特
別
保
証
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
簡
易
小
口
資
金

保
証
金
額

五
O
O
万
円

期
間

五
年
以
内

利
息

年

率
五

・
五
O
%

以
内

保
証
料

年
率
0
・
八
五
%

マ
近
代
化
資
金

保
証
金
額

二
、
0
0
0

万
円

期
間
七
年
以
内

利
息

年

率

五

・
七
O

%

以
内

保
証
料

年
率
0
・
八
五
%

詳
し
く
は
青
森
県
信
用
保
証

協
会
五
所
川
原
支
所

(宮
三
五

l

四
一一一一

)
ま
た
は
商
工
振

興
課

(宮
三
五
l

ニ一

一
一
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

6 平成 6年7月15日



嶋
って
ス
ソ
キ
リ
 
貰
ず
亥
一

I
z
一一、
亥
 

第
五
回
 
虫
おく
り
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
 

走
っ
て
ス
ッ
キ
リ
 

二んばった後の賞品、うれしいノ 

り
ま
し
た
。
 

さあ、楽しく走ろう 

虫送リ健康マラソン大会スタ 

k
I
 

ー
 タ

 
ス
 

、
 

力強く選手宣誓をするかずとし 
中央小六年の今元和寿くん 

今
年
で
五
回
目
を
迎
えた
、
六
月
ニ
十
六
日
の
虫
お
く
り
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
、
市
制
施
行
四
十周
年
記
念
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
 

例
年
よ
り
多
い
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
回る
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
名
誉
大
会
長
佐
々
木
策
造
市
長
の
ス
タ
ー
ト
を
合
図
に
、
 

小
学
校
五
年
生
男
子
一
・
五
キ口
を
は
じ
め
、
三
十
一
才
か
ら
四
十

五
才
男
子
の
六
キ
口
ま
で
、各
種
目
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
「
楽
し
く
走
ろ
う
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
マ
イ
ペ
 

ー
ス
で
走
る
選
手
、
記
録
を
目
指
す
選
手
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
走
り
つ

ぷ
り
に
大
ぜ
い
の
観
客
は
盛
ん
な
声
援
を
送
って
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
参
加
者
全
員
に
記
念T
シ
ャ
ツ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
お

た
の
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、い
い
汗
を
か
い
た
楽
し
い
一
日
と
な
 

一入
賞
者
は
次
の
と
お
り
です
。
 

小
学
五
年
男
子
の
部
 

一
位
兼
平
幸
太
（
一
野
坪
小
）
ニ

位
青
山
晋
太
郎
（
板
柳
北
小
）
三

位
奥
瀬
雄
貴
（
栄小
）
 

小
学
五
年
女
子
の
部
 

一
位
木
村
文
美
（
鶴
ケ
岡
小
）
一一

位
小
坂
麻
樹
子
（
松
島
小
）
三
位

赤
坂
亜
細
沙
（
栄
小）
 

小
学
六
年
男
子
の
部
 

一
位
神
宗
学
（
中
央小
）
二
位
大

村
光
司
（
松
島
小
）
三位
開
米
要

輔
（
鶴
ケ
岡
小
）
 

小
学
六
年
女
子
の
部
 

一
位
小
関
由
希
子
（
五
小
）
ニ
位

三
上
真
智
子
（
南小
）
三
位
奈
良

光

（
中
央小
）
 

中
学
男
子
の
部
 

一
位
高
橋
英
万
（
楢
木
走
友
会
・

弘
前
市
）
一
一位
藤
田
隆
之

（楢
木

走
友
会
・
弘
前市
）
三
位
小
山内

佑
騎
（
五
一
中
）
 

中
学
女
子
の
部
 

一
位
竹
林
麻
美
（
五
四
中）
 

四
十
六
才
以
上
女
子
の
部
 

一
位
池
田
芙
美
子
（
津
軽
かけ
っ

こ
ク
ラ
ブ
・
弘
前市
）
ニ
位
小
笠

原
和
子
（
五
所
川
原
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
）
 

高
校
生
以
上
ー
三
十
才
ま
で
の
女

子
の
部
 

一
位
飛
島
七
重
（
柏
村
走
友
会
・

柏
村
）
ニ
位
高
橋
愛子
（
五
所
川

原
商
業
高
校
）
三
位
須
藤
美
栄
子
 

（
五所
川
原
農
林
高
校
）
 

三
十
一
才
以
上
ー
四
十
五
才
ま
で

の
女
子
の
部
 

一
位
奥
瀬
晶
子
（
五所
川
原
市
）
 

一
一
位加
賀
谷
良
子
（
津
軽
かけ
っ

こ
ク
ラ
ブ

・
弘
前
市
）
三
位
松
橋

京
子

（
五所
川
原
市
）
 

四
十
六
才
以
上
男
子
の
部
 

一
位
村上
成
士
（
野
辺地
簡
易
裁

判
所
・
青
森
市
）
ニ
位
山
崎
好
明

層
木
走
友
会
・
弘
前市
）
三
位

乗
田
博
志
（
五
所
川
原
市
）
 

高
校
生
以
上

2
三
十
才
ま
で
の
男

子
の
部
 

一
位
山
崎
貴穂
（
栖
木
走
友
会

・

弘
前
市
）
一一
位
原
田靖
大

（
五所

川
原
農
林
高
校
）
三
位
川
越
秀
徳
 

（柏
村
走
友
会
・
柏
村）
 

三
十
一
才
ー
四
十
五才
ま
で
の
男

子
の
部
 

一
位三
浦
恒
一
 （
青
森自
衛
隊
・

五
所
川
原
市
）ニ
位
高
木
一
雄
（
津

軽
か
け
っ
こ
ク
ラ
ブ

・
弘
前
市
）
 

「
一位
一
戸
善
一
 （
津
軽
かけ
っ
「
」
 

ク
ラ
ブ
・
弘
前市
）
 

7 平成6年7月15日 
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お
く
り
曜
事
マ
ラ
ソ
ン
大
会

』Jで;三野:f持.??;fZ59ネ?
v一一 ¥ 聞 に ~-酒寄

発土
・吋V

さあ、楽しく走ろうスター卜/

力強く選手宣誓をするかずとし
中央小六年の今元和寿くん

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
た
、
六
月
二
十
六
日
の
虫
お
く
り
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
、
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、

例
年
よ
り
多
い
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
回
る
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
は
、
名
誉
大
会
長
佐
々
木
鍛
造
市
長
の
ス
タ
ー
ト
を
合
図
に
、

小
学
校
五
年
生
男
子
一
・
五
キ
ロ
を
は
じ
め
、
三
十
一
才
か
ら
四
十

五
才
男
子
の
六
キ
口
ま
で
、
各
種
目
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
マ
ラ
ソ
ン
は

「楽
し
く
走
ろ
う
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
、
マ
イ
ペ

ー
ス
で
走
る
選
手
、
記
録
を
目
指
す
選
手
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
走
り
っ

ぷ
り
に
大
ぜ
い
の
観
客
は
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
に
記
念

T
シ
ャ
ツ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
お

た
の
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
い
い
汗
を
か
い
た
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

がんば:った後の賞品、うれしい/

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

小
学
五
年
男
子
の
部

一
位
兼
平
幸
太

(一

野
坪
小
)
二

位
青
山
晋
太
郎

(板
柳
北
小
)
三

位
奥
瀬
雄
貴

(栄
小
)

小
学
五
年
女
子
の
部

一
位
木
村
文
美

(鶴
ケ
岡
小
)
二

位
小
坂
麻
樹
子

(松
島
小
)
三
位

赤
坂
亜
細
沙

(栄
小
)

小
学
六
年
男
子
の
部

一
位
神
宗
学

(中
央
小
)
二
位
大

村
光
司

(松
島
小
)
三
位
開
米
要

輔

(鶴
ケ
岡
小
)

小
学
六
年
女
子
の
部

一
位
小
関
由
希
子

(五
小
)
二
位

三
上
真
智
子

(南
小
)
三
位
奈
良

光

(中
央
小
)

中
学
男
子
の
部

一
位
高
橋
英
万

(楢
木
走
友
会

・

弘
前
市
)
二
位
藤
田
隆
之

(楢
木

走
友
会
・
弘
前
市
)
三
位
小
山
内

佑
騎

(五

一
中
)

中
学
女
子
の
部

一
位
竹
林
麻
美

(五
四
中
)

四
十
六
才
以
上
女
子
の
部

一
位
池
田
英
美
子

(津
軽
か
け

っ

こ
ク
ラ
ブ

・
弘
前
市
)
二
位
小
笠

原
和
子

(五
所
川
原
市
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
)

高
校
生
以
上

l
三
十
才
ま
で
の
女

子
の
部

一
位
飛
島
七
重

(柏
村
走
友
会
・

柏
村
)
二
位
高
橋
愛
子

(五
所
川

原
商
業
高
校
)
三
位
須
藤
美
栄
子

(五
所
川
原
農
林
高
校
)

三
十
一
才
以
上

l
四
十
五
才
ま
で

の
女
子
の
部

一
位
奥
瀬
品
子

(五
所
川
原
市
)

二
位
加
賀
谷
良
チ

(津
軽
か
け

っ

こ
ク
ラ
ブ

・
弘
前
市
)
三
位
松
崎

京
子

(五
所
川
原
市
)

四
十
六
才
以
上
男
子
の
部

一
位
村
上
成
士

(野
辺
地
簡
易
裁

判
所
・

青
森
市
)
二
位
山
崎
好
明

(樋
木
走
友
会

・
弘
前
市
)
三
位

乗
田
博
志

(五
所
川
原
市
)

高
校
生
以
上

l
三
十
才
ま
で
の
男

子
の
部

一
位
山
崎
武
穂

(楢
木
走
友
会

・

弘
前
市
)
二
位
原
田
靖
大

(五
所

川
原
農
林
高
校
)
三
位
川
越
秀
徳

(柏
村
走
友
会

・
柏
村
)

三
十
一
才

l
四
十
五
才
ま
で
の
男

子
の
部

一
位
三
浦
恒

一
(
青
森
自
衛
隊

・

五
所
川
原
市
)
二
位
高
木

一
雄
(津

軽
か
け

っ
こ
ク
ラ
ブ

・
弘
前
市
)

三
位

二
戸
善

一
(
津
軽
か
け
っ

こ

ク
ラ
ブ

・
弘
前
市
)

平成6年7月15日7 
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郵便局よりおしらせ 
⑥国際送金サービスのスピードアップ 

(7月1日より） 

国際送金サービスのうち、次の国々への『口

座あて送金』が、国際間電子送金システムの導

入により、今までは、10日～14日を要した日数

から7 日程度にスピードアップされました。 

イギリス・オーストラリア・オランダ・スイ

ス・スウェーデン・スペイン・デンマーク・ド

イツ・ノルウェー・フインランド・フランス・

ベルギー・ルクセンブルグ 

⑨第26回かんぽ資金まちづくり写真コンクール

簡易保険資金の、融資施設を題材とした写真

コンクールを開催します。 

締め切り 8月31日 

応募方法など、詳しいことの問い合わせは、お

近くの郵便局へ。 

どんな小さなことでも結構です。明るく、楽しい生活のために、 

行政に望む、あなたの「声」をお聞かせください。一人でも多くの

方の参加をお待ちしています。 

月 日
  

曜日 時 間 対象地区 開催場所 月 日 曜日 時 間 対象地区 開催場所 

[
I
 

 

18 月 

9 】 30- 松島地区 
コミュ一ニテイ

センター松島 

7
  

25 月
  

9: 30- 栄 地 区： 
二ュミュ一こニラ二イ

センター栄 

13 : 30---- 沙
  

毘
 
地
 
門
 
区
 

毘沙門・長富 

二コミュこニラ二イ 

セ ン タ ー 

13 : 30- 三好」也区： 
コミュ．こ：ニラニイ

センター三好 

26 火
  

9 】 30- 長橋地区 
ニコミコ一こニラ＝“イ

センター長橋 

19 火
  

9 : 30- 飯詰地区 
：コミュ一ニニラ二イ 

13 : 30- 梅沢地区 
梅沢コミュニ

ラ二イセンター 

センター飯詰 

13 : 30- 小曲地区： 農村婦人の家 

27 水
  

9 】 30- 七和」也区： 
コミュ．ニテイ

センター七和 

20 水
  

9I 30- 中川地区 
コミュ一ニテイ

センター中川 
13『 30- 

五所川原 

(1t) 

しきしま 

二コミュ．ニ・テイ 

セ ン タ ー 

13 : 30- 
五所川原 

（南） 

富士見 

ニコミュ一こニラ二イ 

セ ン タ ー 
29 金

  
13 : 30- 南部地区： 湊 集 会 所 

第 2回青森県民駅伝大会

五所川原市代表選考会 

あなたの健脚を 
県民駅伝大会Iこ 

ン期日 平 平成 6年7月31日（日） 

五所川原商業高校グランド D会場 五ニ 

レ選考会 

受 イ寸 9時00分～10時00分 受 イ寸 

スタート 10時30分～ スタート 

選考距離 すべて 3, 000m 選考距離 

レ参加資格 市内中学生男女及び一般（高校生 レ参加資格 

・大学生含む） 

ン問い合わせ 

五所川原市教育委員会 

生涯スポーツ課内 

青森県民駅伝競走大会 

五所川原市実行委員会事務局 雪33 - 1621  

平成6年7 月15日 8 

どんな小さなことでも結構です。明るく、楽しい生活のために、

行政に望む、あなたの「声」をお聞かせください。一人でも多くの

方の参加をお待ちしています。

月 日 曜日 日寺 間 対象地区 開催場所

コミュニティ
9 : 30~ 松島地区

センター松島

18 月
毘沙門 ・長富

昆沙 門
13 : 30~ コミユニアイ

i也 区
センター

コミユニアイ
9 : 30~ 飯諾地区

センター飯詰

7 19 ュムミ

13 : 30~ 小 曲地 区 農村弘法人の家

コミユニニフーイ
9 : 30~ 中)11地 区

センター中川|

20 7.k 
富士見

五所川 原
13 : 30~ コミュニティ

(南)
センター

第2回青森県民駅伝大会

五所川原市代表選考会

二あなたの健脚を
県民駅伝大会に二

じ〉期日 平成 6年 7月31日(日)

b会場 五所川 原商業高校グランド

仁〉選考会

受付 9時00分~10時00分

スター ト 10時 30分~

選考距離すべて 3，000m

b参加資格 市内中学生男女及び一般 (高校生

-大学生含む)

じ〉問い合わせ

五所川 原市教育委員会

生涯スポーツ課内

青森県民駅伝競走大会

五所川 原市実行委員会事務局 宮 33-1621 

月

7 

日 曜日 日寺 陪l 対 象 地 区 開催場所

9 : 30~ 栄地区
コミユニニフーイ

センタ一栄

25 月

コ ミ ュ ニ テ ィ
13 : 30~ 三 好 地 区

セ ン タ 一三 好

コミユニニフーイ
9 : 30~ 長橋地 区

セ ン タ ー 長 橋

26 :}く

権沢地 区
梅沢コミュニ

13 : 30~ 
テ ィ セ ン タ ー

9 : 30~ 七和地 区
コミュニティ

セ ン タ 一 七 和

27 7.k 
しきしま

五所川 原
13 : 30~ コ ミ ュ ニ ア イ

(ヰヒ)
センター

29 金 13 : 30~ 南部地 区 湊集会所

|郵便局よりおしらせ 1

0国際送金サービスのスピードアップ

(7月1日より)

国際送金サービスのうち、次の国々への 『口

座あて送金』が、国際間電子送金システムの導

入により、今までは、 10 日 ~14日を要した日数

から 7日程度にスピードアップされました。

イギリス・オーストラリア・オランダ ・スイ

ス・スウェーデン・スペイン・デンマーク・ド

イツ・ノルウエー・フィンランド・フランス ・

ベルギー・ルクセンブルグ

。第26回かんぽ資金まちづくり写真コンクール

簡易保険資金の、融資施設を題材とした写真

コンクールを開催します。

締め切り 8月31日

応募方法など、詳しいことの問い合わせは、お

近くの郵便局へ。

平成6年 7月15日 8 



中国帰国者のための 
特別身元引受人、自立指導員、 
自立支援通訳を募集します。 

水住帰国を希望している方々の早期の帰国受

人れと、帰国後の定着自立を実現するため、大

勢の方が応募してくださるようお願いします。 

1 特別身元引受人 身元を引き受けて、相談に 

応じたり、生活に関する指導を行っていただ 

く方です。 

2 自立指導員 生活習慣等の助言や指導をした

り、中国帰国者世帯の定着自立に協力してい

ただく方です。 

3 自立支援通訳 正確な会話が必、要とされノる場

合に日中両国語の通訳を行っていただく方で

す。 

間い合わせ 市民課（内線 276) 

青森県生活福祉部国保・ 
援護課援護調査班 

代表 01 77-22-1111 内線 2296・2297 

市制施行40周年記念 

生涯スポーツ杯争奪 

西北五選抜ゲートボール 
選手権大会 

日日寺 中」支 6年 7月26日 午前9時開会

場所 市営ゲートボール場（市役所ウラ） 

参加人員 関係市町村選抜 60チーム（420名） 

役員審判団 80名 

主催 五所川原市ゲートボール協会 

市町村振興宝くじ 

‘サマージャンボ議発売 
1等・前後賞合わせて1億2000万円ノ 

7月26日から予約申し込みが開始されます。 

この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよ 

L 
い街づくりに使われます。 	

J 

第14回 定期発表会 

オカワ〈移姦頻〉スタンオ 
日時 平成6年7月24日（日） 開演 午後 2時

場所 五所川原市中央公民館 入場無料 

9 平成 6年 7月15日 

母子家庭のみなさん 

ー母子家庭等の医療費給付 ． 
受給資格証の更新です」 

市では、所得の少ないfり：子家庭の医療費の負 

担を軽減することにより、母子家庭等の福祉の 

増進を図ることを目的とした制度を実施してお 

ります。 

⑥更新手続（すでに受給されている方は、次の 

ものをご’持参の上おいでください。） 

イ． 受給資格証 ロ．保険証 ハ． 巨I］鑑 

⑨期間 月勾戎 6年 7月18日～平成 6年7 月23日 

⑨新規申請手続（新規の方は次のものをご持参 

ください。） 

イ．保険証 ロ． 印鑑 

⑨対象者 

イ．母子家庭の母が扶養する児童および父母 

のない児童（満18歳まで） 

ロ． イの児童を養育する母（但し自己負担 

1,000円） 

※新規申請は随時受イ寸しております。 

⑨問い合わせ 福祉事務所福祉課児童係 

（内線 243) 

「在宅療養看護教室」を開催」 
＊募集対象 五所川原保健I折管内の主婦・ねた

きり者を抱えている家族・ボランティア・地

区組織のリーダー 

＊内 容 

\ 日 程 内 	 容 講 	師 

●

1
  

7月27日 
（水） 

13 : 00- 
15 : 30 

開講式 
講義「骨粗しよう症の予防」 
実習「家庭でできる 

リハビリテーション」 

保健所長 
/1 

理学療法士 

2
  

8月 2 日 
（火） 

13 : 00- 
15 : 30 

講義「看護の心構え」 

実習 家庭看護法・寝巻き 
・シーッ交換 

健康増進課長

保健所保健婦 

〔J
  

8月 8 日 
（月） 

13 : 00--- 
15 】 30 

講義・実習 
家庭看護法・排池の世話 
・床ずれの予防‘介護用
品の紹介 

保健所保健婦 

4
'
 

 

8月23日 
（火） 

13 : 00- 
15 】 30 

施設見学 

特別養護老人ホーム 
「青山荘」 

施 設 長 

に
u
 
 

8月26日 
（金） 

10: 00- 
14 : 00 

講義・実習 
「バランスのとれた食生活」 
反省会 
閉講式 修了証交付 

栄 養 士 

健康増進課長
保健所長 

＊場所 五所川原保健所 ＊受講料 無料 

＊申し込み期間 平成6年 7 月15日～7月18日 

定員30人になり次第締め切らせていただきます。 

＊申し込み先 五所川原保健所健康増進係 

T E L 0173-34-2108 ・ F AX 0173-34-7516 

「ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
」
Q
 
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
0
八
月
ニ
十
日
ま
で
o
郭
襲
竺

籍

貞

譲

『
 

「
ふ
る
さ
と
交
流
国
民
セ
ン
タ
ー
」

p'称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

母子家庭のみなさん

「母子家庭等の医療費給付一「
」一一受給資格証の更新です」
市では、所得の少ない母子家庭の医療費の負

担 を 軽 減 す る こ と に よ り 、 母 子 家 庭 等 の 福 祉 の

増進を図ることを目的とした制度を実施してお

ります。

。 更新手続 (すでに受給されている方は、次の

ものをご持参の上おいでくださレサ

イ .受給資格証 ロ.保険証ハ.印鑑

。期間 平成6年 7月 18日~平成 6年 7月23目

。 新 規 申 請手続 (新規の方は次のものをご持参

くださレサ

イ.保険証

@ 対象者

イ.母子家庭の母が扶養する児童および父母

の な い 児 童 ( 満18歳まで)

イの児童を養育する母(但し自己負担

1，000円)

中国帰国者のための
特別身元引受人、自立指導員、

自立支援通訳を募集します。

印鑑o 

永住帰国を希望している方々の早期の帰国受

入れと、帰国後の定着自立を実現するため、大

勢の方が応募してくださるようお願いします。

1特別身元引受人 身元を引き受けて、相談に

応じたり、生活に関する指導を行っていただ

く方です。

2 自立指導員 生活習慣等の助言や指導をした

り、中国帰国者世帯の定着自立に協力してい

ただく方です。

3自立支援通訳 正確な会話が必要とされる場

合に日中両国語の通訳を行っていただく方で

す。

問 い合わせ (内線 276)

青森県生活福祉部国 保 ・

援護課援護調査班
代表 0177-22-1111 内線 2296・2297

市民課

ロ

※新規申請は随時受付しております。

。 問い合わせ 福祉事務所福祉課児童係

(内線 243)

八
月
二
十
日
ま
で
。
ふ
る
さ

〈流
国
民
セ
ン
タ
ー

事
務
組
合

(内
線

三
五
九
)

ir在宅療養看護教室」を開催 |
*募集対象 五所川原保健所管内の主婦 ・ねた

きり者を抱えている家族 ・ボ ラ ンティア ・地

区組織のリーダー

*内容

市制施行40周年記念

生涯スポーツ杯争奪

西北五選抜ゲートボール
選手権大会

1"" 日程 内 ~句~ 講 師

7月27日 開講式 保 健 所 長

1 1 . n (水) 講義「骨粗しよう症の予防」 " 
13 : OO~ 実習「家庭でできる 理学療法士
15: 30 リハビリテーショ ンJ

8月(火2)日 講義「看護の心構えJ 健康増進課長

2113 ~/ÒÓ~ 実習家庭看護法 ・寝巻き 保健所保健婦

15 : 30 -シーツ交換

8月8日 講義・実習 保健所保健婦
3(月) 家庭看護法 ・排池の世話

13: OO~ -床ずれの予防 ・介護用
15 : 30 品の紹介

8月23日 施設見学 施設長
41 (火)

特別養護老人ホーム13 : OO~ 
「青山荘」15・30

8月26日 講義 ・実習 栄養士

5 I.n (金) 「バランスのとれた食生活」
10 : OO~ 反省会 健康増進課長
14: 00 開 講 式 修了証交付 保健所長

日時 平成 6年 7月26日 午前 9時開会

場所 市営ゲートボーノレ場(市役所ウラ)

参加人員 関係市町村選抜 60チーム (420名)

役員審判団 80名

五所川原市ゲートボーノレ協会主催

市町村振興宝くじ

"サマージャンボ、発売
l等・前後賞合わせて1億2ωo万円/

7月26日から予約申し込みが開始されます。

この宝くじの収援金は市町村の明るく住みよ

い街づく りに使われます。

定期発表会第14回

モダンバレエ
オガワ 〈モダンダンス〉スタジオ

*場所 五所川 原保健所 * 受 講 料 無料

本申し込み期間 平成 6 年 7 月 15 日 ~7 月 18 日

定 員30人 になり次第締め切らせていただきます。

*申し込み先 五所川原保健所健康増進係

T E L 0173-34-2108' FAX  0173-34-7516 

開演午後2時

入場無料

平成 6年 7月24日(日)

五所川原市中央公民館

日時

場所

平成6年7月15日9 



あなたもアートの川界へ 

「第16回市民絵画教室」 
とき 7 月28日（木）~7月30日（土）の 3 日惜」 

ともに、午前10時～午後 3 時まてミ 

ところ 市立図書館 2F皆 

講師 伊藤正規画伯（梅田出身、 日展会員、うそ 

風会評議員、 日本美術家連盟会員） 

内容 洋画、水彩画、素描 

受講料 無米斗（ただし、用具等は、各自持参のこと。） 

対象者 中・高校生、一般 

申し込み 7月26日（火）まで 

教育委員会 生涯学習課（内線250) 
～皆さんのおいでをお待ちしております～ 

夏まつり協賛 

五所川原市民囲碁将棋大会 
1.日時 平成6年 7月31日（日曜日） 午二前10時 

2．場所 五所川原囲碁将棋センター（田町108) 
3．会費 大メ、 1,000円 女性三、小中生 500円 

4‘試合方法 

囲碁の部 

A級～五段以上 B級～二段より四段まてニ 

C級～初段以下 

（対局はハンデ制） 

将棋の部 

A級～三段以上 B級～初段より二段まて二 

C級～一級より三級まで 

C級～四級以下 

※C級優勝者には初段位の免】伏を贈る 

★昼食イ寸 

日将連、五所川原支部 日本棋院センター碁友会 

連絡先 胃0173 - 34 - 9466 今美喜男 

r 	 ~~～つ 
青森むらづくり塾 

女性幹事を募集します 
青森むらづくり塾では、 『女性の新鮮なアイ

デア・提言をいただき、青森県の農業・農村に

新風を送り、地域をますます活気あるものにし

ていこう』 という目的から、女性幹事を1名、 

一般公募しています。 

応募資格 県内に住んでいる女性で、何かのグ

ループの代表者。年齢は問いません。 

応募方法 ハガキに自分の所見または農業・農

村活性化への提言をまとめ、住所、氏名（ふり

がな）、年齢を明記してください。 

申し込み期間 平成 6年7月31日までに。 

申し込み先 青森市新町2-2-11 東奥日報新町

ビル 3階 青森むらづくり塾事務局 

問い合わせ 市農林水産課（内線216）まで 
レ 

1
 

●

祭
り
期
間
中
の
八
月
四
日

（
木
）
、旧
市
内
の
ゴ
ミ
収
集
時
間
は
朝

七
時

ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

夏の交通安全 

実施期間〈報譲務器留襲〉10日間 

運動の重点 

① 飲酒・無謀運転の追放 

② シートベルトの着用の徹底 

③ 子どもと高齢者の交通事故防止 

④ 違法駐車の締め出し 

☆交通事故が多発しております。 
交通安全は家庭から☆ 

五所川原市交通安全対策協議会 

五 所 川 原 警 察 署 

平成6年度 

五所川原工業高校公開講座 
公開講座及び講座内容 

〇パソコン・ワープロ人門講座 

・はじめてパソコンを手にする人を対象に1人 

1台で、 キー操作、 ワープロ（オアシス）、簡

易言言吾（ロータス1-2-3）の」順て三、パソコンノの

マ舌月1法を広く理解してもらうものて子す。 

〇表計算（ロータス1-2-3） 入門講座 

・全日程「表計算（ロータス1-2-3)」を実習、 

基礎から応用まで理解してもらいます。 

期日・時間・場所 

(1）期日 

（① 8/29（月）、（②）8/31（水）、（③）9/2（金） 

~ （④）9/5（月）、（5)9/7（水）、（④）9/9（金） 

’ ⑦9/12（月）、（③）9/14（水） 以上8 巨］ 

(2）時間 午後 6時～9日寺 

(3）場所 青森県立五所川原工業高等学校 

プログラミング室他 

対象 期間中受講可能な社会人 

（入門者及び初級者） 

・定 員 30名（両講座合わせて） 

・受講料」 無 料 

・講 師 王二所川原工業高等学校教員 

申し込み受付期間 平成 6年8月 2 日（火）~ 
8月12日（金） 

申し込み方法「はがき」に、 「住所・氏名・年

齢・性別・勤務先・自宅電話番号・受講希望

講座名」を明記 

'037 五所川原市湊字I船越192 五所川原工業

高等学校 公開講座係（当日消印有効） 

＊尚、定員以上の場合は、抽選等により、各人

一 に連絡します。 

て 主催 青森県教育委員会 

青森県立五所川原工業高等学校 

平成6年 7月15日 10 
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rあなたもアートの世界へ

Lr第16田市民絵画教室J__j

7 月 28 日(木)~7 月 30 日(土)の 3 日間

ともに、 !F両ino時~午後 3時まで

ところ 市立図書館 2階

講師 伊藤正規画伯(梅田出身、日展会員、光

風会評議員、日本美術家連盟会員)

内容 洋 画、 水彩 画、 素描

受講料 無料(ただし、用具等は、各自持参のこと。)

対 象者 中 ・高校生、 一般

申し込み 7月26日(火)まで

教育委員会生涯学習課(内線250)

~皆さんのおいでをお待ちしております~

「夏まつり協賛 1 

」五所川原市民囲碁将棋大会」
1 .日時 平成 6年 7月31日(日曜日) 午前10時

2.場所 五所川原囲碁将棋センター(田町108)

3.会費 大人 1，000円女性、小中生 500円

4.試 合 方 法

囲 碁 の 部

A級 ~ 五 段 以 上

C級~初段以下

(対局はハンデ制)

将棋の部

A級~三 段 以 上 B級~初段より 二段まで

C級~ 一級 より 三級 まで

C級 ~ 四 級 以 下

※ C級優勝者には初段位の免状を贈る

宮崎昼 食付

日将連、五所川原支部 日本棋院センター碁友会

連絡先宮0173-34 -9466 今美喜男

B級~二段より四段まで

とき

青森むらづくり塾

女性幹事を募集します

「 平成6年度 i 

」五所川原工業高校公開講座」
公開講座及び講座内容

0パソ コン・ワープロ入門講座

-はじめてパソコンを手にする人を対象に 1人

1台で、キー操作、ワープロ(オアシス)、簡

易言語(ロータス1-2-3)の}I闘で、パソコンの

活用法を広く理解してもらうものです。

0表計算(ロータス1-2-3)入 門講座

・全日程「表計算(ロータス1-2-3)J を実習、

基礎から応用まで理解してもらいます。

期日・時間・場所

(1) 期日

① 8/29(月)、 ② 8/31(水)、 ③ 9/ 2(金)

④ 9/5 (月)、⑤ 9/ 7(水)、⑤ 9/ 9(金)

⑦ 9 /12(月)、 ③ 9/14(水) 以上 8巨l

(2) 時間午後 6 時~9 時

(3) 場所青森県立五所川原工業高等学校

プログラミング室他

期間中受講可能な社会人

(入門者及び初級者)

-定員 30名(両講座合わせて)

・受講料無料

-講師五所川原工業高等学校教員

申し込み受付期間 平成 6 年 8 月 2 日(火)~

8月12日(金)

申し込み方法 「はがき」に、 「住所 ・氏名 ・年

齢 ・性別 ・勤務先 ・自宅電話番号 ・受講希望

講座名」を明記

一037五所川原市湊字船越192五所川原工業

高等学校公開講座係(当日消印有効)

*尚、定員以上の場合は、抽選等により、各人

に連絡します。

主催 青森県教育委員会

青森県立五所川原工業高等学校

対象

青森むらづくり塾では、 『女性の新鮮なアイ

デア ・提言をいただき、青森県の農業 ・農村に

新風を送り、地域をますます活気あるものにし

ていこう』という目的から、女性幹事を l名、

一般公募しています。

応募資格 県内に住んでいる女性で、何かのグ

ノレープの代表者。年齢は問いません。

応募方法 ハカcキに自分の所見または農業 ・農

村活性化への提言をまとめ、住所、氏名(ふり

がな)、年齢を明記してください。

申し込み期間 平成6年 7月31日までに。

申し込み先 青森市新町2-2-11 東奥日報新町

ビノレ3階 青森むらづくり塾事務局

問い合わせ 市農林水産謀(内線216)

夏の交通安全
平成 6年 7月21日(木)から、

実施期間(平成 6年7月30日(土)まで、)10日間

運動の重点

① 飲酒 ・無謀運転の追放

① シートベノレトの着用の徹底

① 子どもと高齢者の交通事故防止

④違法駐車の締め出し

交交通事故が多発しております。

交通安全は家庭から女

五所川原市交通安全対策協議会

五 所 川原 警察署 まで

10 平成6年 7月15日



富士見団地 1 市営住宅入居者募集！ 
「
 

）
 

募集戸数 第一種 5戸 

団 地 所 在 地 種別 構 造 住 宅 規 市莫 床面積 家 賃 敷 金 

富士見 
五所川原市

字蓮沼14 
一
 

 種
  

中 層 

4階建 

2-4 F 
6帖間・ 6帖間・ 5 帖間・ 

LDK (約18.70m) 
77.92rr? 35,000 3 カ月分 

@）入居資格 

）市内に住所又は勤務場所を有する方。 	 事情にある方）であること。 

＞現に同居し、又は同居しようとする親族（婚 ン現に住宅に困窮して1i、ることが明らかな方。 

約の成立している方、又は婚姻関係と同様の レ次に掲げる収入基準の該当者であること。 

種 」l又入基準 扶 養 親 族 

第 一種 
115,000以上 
198, 0001よT 
（月 	額） 

l メ、、 2 A 3 人 4 人 5 A 

4,027 ,999 4,463 ,999 4,903 ,999 5,339 ,999 5,779 ,999 

⑥申し込み手続き及び書類について 

(1）入居申し込み書（建築住宅靖果にあります。） 

(2）所得に関する証明書（前年度の源泉徴収票 

か市町村税務課発行の所得証明書を添付ーす 

ること。） 

(3）住民票の謄本又は」少本（婚約中の人は双方

の住民票。） 

(4）婚姻の予糸勺者については婚約証明書（建築

住宅課にあります。） 

⑨申し込み先及び問い合わせ 建築住宅課 

(3階）内線242（書類は申し込み者が持参のこと）  

@）申し込み期間 

平成 6年8月1日～8月15日まで 

@）入居予定月日 

平成 6年10月1日 

※今回の募集は平成 6年8月31日完成予定の 

(J6 9 号、10号棟）分ですが次に整備する 

千鳥住宅団地の建替事業と調整をはかるた 

め、募集戸数が少なくなっています。 

尚、平成 7 年2月上旬、次に完成する.Ai13 
号棟分の第一種住宅20戸について再度募集 

いたします。 

青森職業能力開発短期大学校（ポリテクカレッジ青森） 
学生募集のお知らせ一 

1 募集定員 

系 	・ 	科 定員 選 考 方 法 

機械シス テ ム系 

（生産技術科） 60名 (1）推薦入試 

（制御技術科） ・小試験（数学 I) 
・面 接 

電気・電子システム系 
30名 

（電子技術科） 
(2）一般入試 

情報シス テ ム系 ・数学及び英語 
30名 

（情報技術科） 

2 入試スケジュール 

(1）推薦入試スケジューノレ 

・入学願書受イ寸 平成 6年10月11日（刃-10月21日圏 

・試験日 平成 6年10月28日（金） 

・〈試験会場 当短大会場及び八戸市会場〉 

11 平成 6年 7 月15日  

・合格発表 平成 7年3月1日（水） 

・入学手続き 平成 7年3月 2 日（刃'-'--3月17日（鋤 

(2）一般入試スケジュール 

・入学願書受イ寸 平成 7年1月17日因-2月 3 日（伺 

・試験日 平成 7 年2月15日（水） 

〈試験会場 当短大会場、青森市会場、弘前 

市会場及びノ1、戸市会場〉 

（これ以外に北海道、秋田県及び宮城県の会 

場でも受験できます。） 

・合格発表 平成 7年 3月1日（水） 

・入学手続き 平成 7年3月 2 日（村'-3月17日（劃 

3 学費等 （1）受験料 16,000円 

(2）入学金 なし （3）授業半斗 年額228,400円 

4 問い合わせ先 青森職業能力開発短期大学校 

（ポリテクカレッジ青森）学務課 

9 037 青森県五所川原市飯詰狐野171の2 
胃 0173-37-3201 (代表) F A X0173-37-3203 

富士見団地 |市営住宅入居者募集f
募 集戸数 第一種 5戸

r，J-1 i也 月J'j'干主 上也 種別 十梓 T巾F金二 tlコ 宅 脱 模 同ミ直Î~江5 家 賃 敷 金

2 ~ 4F 
五所川原市

?TJ土凡 一 種
rド 回

6 IÞM~n . 6 I"(i I/¥j・51"内問1・ 77，92ni' 35，000 3ヵ月 5-)-
字蓮沼14 4r階建

@ 入居資格

[>市内に住所又は勤務場所を有する方。

b現に同居し、又は同居しようとする親族(婚

約の 成立している 方、又は姉妹l関係と同様の

種 思リ 収入基準 拶ミ

1 人
第 一 種

LDK  げの18.70πf)

2 

事前にある方)であること 。

b現に住宅に困窮していることが明らかな方。

じ>次に掲げる収入基準の該当者であること 。

人

~ 
'l."lE 

3 

彩t

人

族

4 人 5 人115，000ι.u二
198，000ιL寸て

(月額) 4，027，999 4.463.999 4，903，999 5，339，999 5，779，999 

@ 申し込み手続き及び書類について

(1)入居申し込み苦(建築住宅課にあります。)

(2) 所得に関する証明軒(前年度の源泉徴収票

か市町村税務課発行の所得証明書を添付す

る こと 。)

(3) 住民票の謄本又 は抄本

の 住民票。)

(婚約中の人は双方

(4) 婚姻の予約者については婚約証明書(建築

住宅課にあります。)

。 申し込み先及び問い合わせ 建築住宅課

(3階)内線242 (弁類は巾し込み者が持参のこと)

@ 申し込み期間

平成 6 年 8 月 1n ~8 月 15 日まで

@ 入居予定月日

平成 6年 10月 1Fl 

※今同の募集は平成 6年 8月 31日完成予定の

(A'o. 9号、 10号棟)分ですが次に整備する

千烏住宅団地の建替事業と調整をはかるた

め 、 募 集 戸 数 が 少 な く な っ て い ま す。

尚、平成 7年 2月上旬、 次に完成するA'o.13

号棟分の第一 種住宅20戸について再度募集

いたします。

/平啓一二〉青森職業能力開発短期大学校(ポリテクカレッジ青森)
しZF度 学生募集のお 知 ら せ

1募集定員

系 科 定員 選考方法

機械システム系

(生産技術科) 60名 (1)推薦入試

(制御技術科) -小試験(数学 J) 

電気・電子システム系
-面接

30名
(電子技術科)

(2)一般入試

情報システム系
30~ 

-数学及び英語

(情報技術科)

2入試スケジュール

(1)推薦入試スケジューノレ

・入学願書受付 平成 6 年10月 11 日 (火)~10月 21 日(剣

・試験日 平成 6年 10月 28日(金)

. (試験会場 当短大会場及び八戸市会場〉

11 平成6年7月15日

-合格発表平成 7年 3月 1日(水)

・入学手続き 平成 7年 3 月 2 日(木)~3 月 17 日(剣

(2)一 般入試スケジューノレ

・入学願書受付 平成 7年 1 月 17 日(刈~2 月 3 日(鉛

・試験日 平成 7年 2月 15日(水)

〈試験会場 当 短 大 会 場 、 青 森 市 会 場 、 弘 前

市 会 場 及 び 八戸 市会場〉

( こ れ 以 外 に 北 海 道 、 秋 田 県 及 び 宮 城 県 の 会

場で、も受験できます。)

・合 格 発 表 平 成 7年 3月 1日(水)

・入学手続き 平成 7 年 3 月 2 日(対~3 月 17 日(剣

3学 費等 (1)受験料 16，000円

(2)入学金なし (3)授業料年額228，400円

4問い合わせ先 青森職業能力開発短期大学校

(ポリテクカレッジ青森)学務課

干037青 森 県 五 所 川 原 市 飯 詰 狐 野171の2

宮 0173-37-3201(代表) FAX0173-37-3203 



8月の保健センター相談日 

種 別 開 設 日 内 	容 

母と子の

相 談 日 

第 1 ・第3(水） 

8 月 3 日・17日 

10:00--12:00 
13:00----15:00 

（第3 の午後は

予約相談ーです） 

乳児・幼児の発

達相談、育児の

相談、お母さん

の悩みごと相談

など 

成 メ、 の

木目 談 日 

第 2 ・第4 (4く） 

8 月10日・24日 

1O:OO-12:O0 
13:OO-15:O0 

（第4 の午後は

予黙片目言l粉です） 

血圧の相談、食

事（7片目談、心身

でご心配なこと

など 

’予約相談は随時、  電話で受け付けます。  

※ 尚、 5 月から相談日の曜日が金曜日から水 

曜日に変わりましたのでごfl 意く ださい。 

第28回 
身体障害者体育大会を開催します 

～スポーツを通して体をきたえ、 
親睦の輪を広めましようノ～ 

身体障害者の方、 ご家族の方、福祉二に関心の 

ある方、ボランティアの方々どうぞおいで’くだ 

さい。 

と き 平成 6 年 7 月28日（木） 

ところ 午前 9 時30分～正午 

ところ 五所川原市民体育館 

・競技は走るだけーでなく、立ったまま （座った

まま）の競技もあります。 

・家族用、 ボランティア用の競技もあります。 

・賞品は、盛り沢山準備しております。 

・当日福も上バスが、市民会館前から体育館まて冬 

r 運子テします。 
市民会館前発一午前 8 時30分 午前 9 時 

市民体育館発一大会終了直後 

どうぞご利用ください。 

主催 五所川原il了身体障害者福祖二会 

後援 五所川原市福ネ止事務所 

防犯運動 

実施期間〈器 6 詔器 (*) ij‘ 1カ月間 
重点推進事項 

①盗難の防止 

②暴力の追放 

③少年の非行防止 

五所川原地区暴力追放推進協議会 

五 所 川 原 警 察 署 

粗大ゴミの収集をします 

収集月日 耳又 集 区 域 
申し込み
締め切り 

8月2日 
旧市内、湊、湊団地、 

小曲 

7月26日 

8月10日 
若葉、松島町（吹畑含む） 

みどり町、雇用促進住宅 

8月17日 
七和、梅沢、長橋（興隆） 

栄、松島 

8月9日 

8月24日 
飯詰、毘沙門、三好、 

中川（桃崎）、長富 

出してもよい物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、 

ベッ ド、 タンス、 イス、 テーフ’ル、 ミ シン、 

ジュータン、机ハ 空ドラム缶、 自転車、石油

ス トーフ’、 スノーダンフ。 

ン出せない物 リヤカー、農機具、バイ ク、月 

ームタンク、古タイヤ、 ポイ ラー、 タタ ミ、 

ス トーカー 

ン申し込み 保健環境課（内線269番） 

ン粗大ゴミには名札をつけてください。 （申f 
と名札のない物は、収集しませんJ 

ン各家庭からの粗大ゴミは 3個までとします C 
収集日の朝8時まで出してください。 

⑨申し込んで残った flu 勿は翌日回収します。 

EUターンフエア 
、 

in つがる 
現在、県外で種加、ている方々の中には、 

ふるさとである青森県へ帰って働きたい希

望を持っている方がたく さんおられます。 

これらの方々を対象に下記日程により、 

地元企業との面接相談会を開催します。 

レ日 時 8 月12日（金う 10時～15時
レ場 所 ホテルニューキャッスル 3F 

麗峰の間（弘前市） 

レ対象者 ・五戸斤川原・弘前・黒石公共職

業安定所管内事業所 

・Uターン希望者（学卒者は除く） 

・Uターン希望者の家族 

レ間い合わせ 五所川原職業安定所 

(" 3 4 - 3 1 7 1) 
、 

平成6年 7 月15日 12 
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。
 

8月の保健センター椙談日|

平豆 刃Ij |苅 言jt 11 l村 容

第 1 ・第 3(;jc) 
乳児・幼児の 発

8 Jl 3 11・17r1
i主利I，~炎、ずJ 'J，!. の

母と寸ιの 10: 00-12: 00 

キ目 ，;炎 11 13: 00-15: 00 
本日，i炎、 お母さん

(第 3の午後は
の悩みごと 相，;炎

予約相談です)
など

第 2 ・第 4 (木)

8)J 10U . 241-1 血圧の相談、食

成人の 10:00-12:00 'r~の相 ，;炎、心身

ヰ13，j炎 11 13:00-15:00 でご心内己な こと

(第 4の午後は など

予 約相談です)

予約相談は随時、電話で受けイJけます。

※ 尚、 5月 から 相談日 の 111，111が金IIMIIか ら水

限 IJに変わりましたのでご注意 ください。

第28回
身体障害者体育大会を開催します

~スポーツを通して体をきたえ、
親睦の輪を広めましょう! ~

身体障害 省の方、 ご家族の 万、福祉に関心の

ある方、 ボランテ ィアの方々どうぞおいで くだ

さし当。

とき 平成 6年 7月 28日(木)

ところ 午前引|寺30分 一正午

ところ 五所川 原市民体育館

・競技は怠るだけでなく、立ったまま(座った

まま)のJifH:支もありま す 。

・家族用、ボランティア用の競技もあります0

・賞品は、盛り沢山準備 しております。

・当 日福祉パスが、市民会 館前から体育館まで

運行します。

市民会館前発=午，'jIj8"キ30分 ・午前引l寺

市民体育館発一 大会終了直後

どうぞご利用 ください。

主 催 五所川原市身体障答弁福祉会

後援 ii.rJi'川原市福祉事務所

「憂ーの防犯運動 |
実施期間ど平成6年 7月21日同 から〉

¥平成6年 8月20日比}まで/

重点推進事項

①盗難の防止

②法力の追放

③少年の非行防止

五所川原地区暴力追放推進協議会

五所川原 警察署

[担太戸ミの収集をしますl-
祭
り
期
間
中
の
八
月
四
日
(
木
)

収集月日 収集区域
申し込み
締め切り

8月 2日
旧市内、湊、湊団地、

小曲

7月26日

8月10日
若葉、松島町 (吹畑含む)

みどり町、雇用促進住宅

8月17日
七和、梅沢、長橋 (興隆)

栄、松島

8月 9日

8月24日
飯詰、毘沙門、 =好、

中川 (桃 崎)、 長富

|日

市
内
の

b出してもよい物 洗 濯 機 、 冷 雌 庫 、 テレビ、 7 
、、

ベッド、タンス 、イ ス、テ ー ブル、 ミシ ン、 収
ジ、ユータン、 机、空ドラム缶、自転車、石 iltl、集

ストーブ、 スノーダンプ 時
b出せない物 リヤ カ一、 燥機兵、 バイク、ホ 間

ームタン夕 、 ，J了タ イヤ、 ボイラ 一 、 タタミ、 は
ストーヵ一 朝

b申し込み 保健環境課 (ゾ倣269寄) 七
b粗大ゴミには名札をつけてください。(I f1告 時

と名札 のない物は、収集 しません。) ま
じ〉各家庭ーからの粗大ゴミは 3個 までとします。 で

収集日 の 朝 8時 ま で，1'1，してください o 出
。 札込んで残 った 品物 は翌 1-1回収します。 与

く
だ
さ

f{'".，s...............，1I..........，....................................."、

uターンフェア ; 
j i n つがる ;い
j 現在、県外で働い ている方々の 中 には、 ‘ 
iふるさとである青森県へ 帰 つ で例 き た い 希 i
j望を持 つ でいる 方 がた くさんおられます。 i 
i これらの万 々 を対象に下 記 11程により 、 i 
!地元企業 との面接相談会 を開催 します。 i 
ib日時 8n 12日(鉛 10時 -15時 : 

ib場所 ホテルニューキャ y スル 3F 

! 麗峰 の 間 (弘前市) ~ 
lb対象者 ・五所川原 ・弘前・ 県 石 公 共職 i
- 業安定所特内事業所 j 
! ・U ター ン 希 望省 (学卒省は除 く):

• uターン希望柳家族 : 

:[>問い合わせ 五 所川 原職 業安 定所 i 
! (ft 3 4 -3 1 7 1 ) 、

。
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市役所容35 ユ111 

イ牙 支肖 

身も心もさっぱりする 

健康相談室（料金無料） 

開催場所 開催月日 
開
時
 
催

間
 

おはなしのテーマ 
と 時間 

旭町集会所 
7 月25日 

（月） 

10: 
I 

12: 

30 

00 

家族が急に倒れた時、 

あなたができること 

(11 : 30-12 : 00) 

前落集会所 
7 月27日 

（水） 

12: 
、 

14: 

30 

00 

こんなときどうする？
応急処置あれこれ 

(12 : 30-13 : 00) 

金山昭和館 
7 月28日 

（木） 

12: 
1 

14: 

30 

00 

長セ
 
富
ン
 
消

タ
 
防一

 
 

7 月28日 

（木） 

10: 
i 

12: 

30 

00 

栄養の宝庫 牛乳の力 

(11 : 30-12 : 00) 

小
婦
 
曲

人
 
農

の
 
村

家
  

8 月 8 日 

（月） 

10: 
1 

12: 

00 

00 

元気が一番！心蔵病の
予防にっいて 

(11 : 30-12 : 00) 

高野文化
セ ン タ ー 

8 月 8 日 

（月） 

10: 
I 

12: 

30 

30 

若さを保っための食生

活 

(10 : 30-11 : 00) 

尋と尋の料理教室 

たぺるの大好き、お料理つくるの大好きな子

どもさん、食生活改善推進員と一緒に、お料理

を作ってみませんか。 

日時： 8 月 1 日（月）・ 2 日吹） 

午前 9 時30分～午後 2 時 

場所：五所川原市働く島i｝人の家 調理室 

対象：小学生高学年～中学生とおかあさん 

持参するもの：ェフ。ロン・ノs、きん・三角きん 

料金：無恥にて’す 

申し込み：食生活改善推進員会 三森敬子 

(ft 35 4593) 
市保f建環境課（内線 269) 

13 平成6年 7 月15日 

佐藤晃飛ちゃん（梅田間瀬） ' 
母・和恵さん 

り、家族を振りまわしているんですよ。 なんで

もよく食べ、 とても元気です。 これからも健康

でやさしく、 いろんな可能」生を、 いっぱい発揮

してほしいですね。 

す く す く 健診 
レ場所 市保健センター（新町バス停前）レ時間受付 

12: 30から健診12 : 45から15 : 00までの予定 レ持参

するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3歳児には個

人通知いたします。同封のアンケートに記入して、尿

を小ビンに入れて持参ください。※注意① 3 カ月健診

に来れなかった方は、神経芽細胞腫（小児がん）の検査

セットを、母子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓ロ

にもらいにきてください。②病気療養中（特に伝染性

の病気）のお子さんはご遠慮ください。③不明な点は

保健環境課にお問い合わせください。 

月 	齢 対象児 期 日 主 な 内 容 

3カ月児 
H6年 
3月生まれ 

H6年 
7月12日 
（火） 

小児科診察、神経芽
細胞腫セット配布、 
育児情報交換等 

6カ月児 
H5年 
12月生まれ 

7月19日 
（火） 

離乳食の試食 
発達相談等 

1 歳児 
H5年 
6月生まれ 

7月25日 
（月） 

育児情報交換 
発達相談等 

1歳 

6カ月児 

H5年 
1月生まれ 

7月26日 
（火） 

小児科・歯科診察
丈夫な歯と顎になる
ためのお話 

3 歳児 
H3年 
1月生まれ 

7月14日 
（木） 

小児科・歯科診察、 
尿検査 
視聴覚検査等 

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セン

ター “母と子の木目談日 （第 1・3 水曜日）”も御

利用ください。 

7J月文月

市役所宮35-.2111

|身も縫百通言炎室(料伽
開催場 所 開催月日

開 催 おはなしのテーマ
Il.f問 と時 間

7 flZ5r-1 
10: 30 家族が急に倒れたH午、

地IIIT集会所
(月)

あなたができること

12: 00 (11 : 30-12 : 00) 

7 H 27日
12: 30 こんなときどうするつ

前治集会所
(;J() 

応急処置あれこれ

14: 00 (12・30-13:00) 

7 f12811 
12: 30 

合山flf~f"館
(木)

14: 00 

長富消防 7月28R
10: 30 栄養の宝庫 牛乳の力

センター (木)
12: 00 (11 : 30-12 : 00) 

小曲農 村 8JJ8FI 
10: 00 ;e気がー番 !心厳病の

品a人の 家 (十1)
F防Lついて

12: 00 (11目 30-12:00) 

高野文 化 8Fl8R 
10: 30 持さを保つための食生

センタ ー (月)
j首

12: 30 (10 : 30-11 : 00) 

込と§の料理教室
たべるの大好き、お料理つく るの大好きな子

ども さん、 食 生活 改善推進員 と一緒 に、 お料理

をイ乍ってみません か。

日時 :8) J 1 11 (JJ)・ 211 (火)

午 前 911、子30分 一 午後 211、千

場 所 Ii.所川原rli働く川一人 の家 調理主

対象 :小学生高"f-:~ド - 1 1，学乍 とおかあさん

持参する もの :エフロン ・ふきん ・ :.1(1きん

料金 :J，~料です

申し込み :食侠活改善推進品 会

(ft 35 -4593) 

三 景~母x (-

市保健環境課 (内線 269)

13 2ドJi)(6{j'. 7月15L1

のがのび袋拠 ・満1歳

佐藤晃飛ちゃん (梅田 ・間瀬)

母・和恵 さん FIに I1にいたずらっ子にな

り、1家』昔Eを:tb重りまわ しているんですよ。なんで

もよく食べ、とても元気です。 こ れからも健康

でやさしく 、 い ろんな可有引牲 を、 い っぱい多e.Flr

してほし いですね。

| すくすく健診 l 
[>場所 市保健センター(新町バス停前) [>時間 受付

12: 30から健診12:45から15:00までの予定じ〉持参

するもの 母子健康手帳、パスタオノレ。 3歳児には個

人通知いたします。同封のアンケートに記入して、尿

を小ビンに入れて持参ください。 ※注意① 3ヵ月健診

に来れなかった万は、 神経芽細胞腫(小児がん)の検査

セッ卜を、母子健康手帳を持参のうえ保健環境課窓口

にもらいにきてください。②病気療養中(特に伝染性

の病気)のおチさんはご遠慮ください。③不明な点は

保健環境課にお問い合わせください。

月 齢 対象児 期日 主な内界

1[6年
I-l6主下 小児科診察、神経芽

3ヵ月児 7月1211 細胞腫セット配布、
3月生まれ

(火) 育児情報交換等

6ヵ月児
1-15年 7月19日 離乳食の試食
12月生まれ (火) 発達相談等

1歳児
115圭f 7月25R 育児情報交換
6月生まれ (月) 発達相談等

1歳 1-15年 7月26日
小児科 ・歯科診察

6ヵ月児 1月生まれ (火)
丈夫な歯と顎になる
ためのお話

H 3fj三 7月14日 小児科・歯科診察、

3歳児 尿検査
l月生まれ (木)

視聴覚検公等

乳幼児の発達や育児、悩みごとは、保健セ ン

ター “母とチの相 談 日 ( 第 1 ・3水 曜日)"も御

利用 くださ い。
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